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1980年に DSM-ill に登場した社会恐怖 social phobia は、その改訂版において全般型 generalized type を特定せよ
との定義が追加された。その結果、全般型に核当しない患者は非全般型(限局型)としてー塊されてしまうことになっ
た。しかし、このような症状の汎化の程度による分類では区別し難い患者が存在する o DSM-Nの sourcebook では、
恐れる社会状況の程度 (quantity) だけでなく、社会状況の内容 (quality) も加味した分類として、 performance 










以下の項目を評価する自記式質問紙への回答を依頼した。 i )社会不安の症状 (42項目); ii)日常の人付き合い、
会議や宴席などの特定状況、人ごみ、の各状況で表出してしまう身体症状 (20項目)と最も苦手とする状況は項目) ; 
出)背景(性別、家族歴、学歴、婚姻状況、就労状況、等) (10項目) ; ぉ)仕事、社会生活/娯楽活動への支障の
程度( 2 項目 )0 i) の症状に関する回答を基に、因子分析 (Varimax 回転)、クラスター分析 (Ward Method) を




因子分析から対人的自己不全感 socially inadequate feelings、遂行不安 performance anxiety、加害恐怖傾向。f­
fensive fear、強力性 tenacity の 4 因子が抽出された。これらの各因子得点を類似性の指標にして行ったクラスター
分析から、 1 )遂行不安型 performance anxiety type (n=21) 、 ll) 加害恐怖型 offensive type (n=37) 、 ill) 対人
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